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小浦・大浜地区送水管損傷に関する現在の状況について

1 概要

小浦.大浜地区において平成20年度に布設が完了した口径600粍の送水管(プラスチツ

ク被覆鋼管)が複数箇所損傷し漏水したことから、令和2年9月議会において予算を補正

し、布設替工事及び損傷原因の調査を行っている。

2 判明した損傷の状況について

(1)今回の調査により判明した送水管損傷状況

管体調査記録表を基に集計を行った損傷状況
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(2)今回の調査以前に判明していた送水管損傷状況

漏水修繕で掘削した際に判明した損傷状況
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(3)既設送水管の損傷状況写真

【第1段階塗膜の損傷】

(塗膜に損が見られる状態)

【第2段階

(塗膜の損

表面腐食】

部から、管の表面まで腐食が進行してぃる状態)

【第3段階貫通腐食】

(管の腐食が進行し、管に穴が開いている状態)
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4)隣接する送水管の状況について

今回損傷を受けた送水管(工事施工区間)の状況が甚大であったことから、隣接する送水
管の状況確認を行った。

確認方法として、隣接する送水管延長約2,90omに水を充填し、最大2.1Mpaの水圧をか
け漏水がないことが確認できた。
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3 工事について

(1)進捗状況

次の工事にっいて、既設送水管の撤去作業は6月初旬に完7しており、現在、新設送水

管(ダクタイル鋳鉄管)の布設作業中で、令和3年8月30日現在で布設延長L.=470

mのうち、 L=220mを布設完了している。

土壌調査について

(1)目的

既設送水管の撤去と並行して、損傷している鋼管周りの土壌及び地下水を採取し、土

壌が鋼材に影響を与える特性がないかを確認する。

(2)調査項目

ア土壌分析

①土壌比抵抗②土壌PH ③電位④含水比⑤硫黄物判定⑥硫黄含有量

イ土壌抽出水、地下水分析

①比抵抗②PH ③硫酸イオン含有量④塩酸イオン含有量⑤蒸発残留物

(3)進捗状況

長崎市が、調査予定箇所10か所の土壌及び地下水の採取を完了した。

採取した試料は、 8月12日専門機関での試験を完了し、'分析データを九州大学の貝

沼准教授に送り、総合解析を実施してぃる。

4

項目

作業内容

試料採取

進捗状況

5 材質試験について

(1)目的

既設送水管にっいて、鋼材の成分分析及び塗膜の物性試験を行い、製品の基準を満た
しているか検証する。

(2)調査項目

ア鋼材の成分分析試験

①炭素②硫黄③りん

イ塗膜の物性試験

'①付着性②硬さ③比重④引張強さ⑤伸び⑥吸水率

4

土壌・地下水

専門機関による試験

元了

上記(2)調査項目分析

九州大学による

総合解析

元了

土壌調査分析データ、

材質試験データを基に

大学による総合解析

作業中



(3)進捗状況

長崎市が、撤去した既設送水管を検体として、損傷の発生した工事箇所の中から試験

予定箇所10か所と、損傷が確認されていない隣接する工事箇所においても1か所の追

加を行い11か所の採取を完了した。

鋼材の成分分析試験にっいては、分析の専門機関に依頼し、 7月9日に分析試験を完

了し、分析データを九州大学の貝沼准教授に送り、総合解析を実施している。

また、塗膜の物性試験にっいても、分析の専門機関に依頼し、物性試験を実施してい

る。

元了

項目

作業内容

試料採取

進捗状況

6 管体調査について

(1)目的

損傷の全容を把握するため、土壌調査、材質試験の結果及び錆等の分析を行い、総合

的に損傷の原因を究明する。

鋼材・塗膜

専門機関による試験

元了

(2)調査項目

①被覆下腐食による塗覆装の膨れ性状の現地測定

②海塩由来の腐食生成物層のCL含有量の分析

③表面性状(牙列犬)

④管周の腐食進行特性

⑤塗覆装と埋戻土との接触試験

上記(2)調査項目試験

鋼材成分

塗膜の物性

九州大学による

総合解析

土壌調査分析データ、

材質試験データを基に

大学による総合解析

作業中
作業中
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(3)進捗状況

貝沼九州大学准教授が、既に3回にわたり既設送水管の撤去作業に立ち会い、布設状

況及び土壌の状況の確認を行った。

掘り出した既設送水管の損傷状況を把握するため、表面形状の確認、被覆の膜厚測定

及び錆の採取を行い、九州大学の研究室で検体の分析を実施している。

また、土壌と地下水についても検体を採取し、分析を実施している。

なお、今後は、新型コロナウィルスによる緊急事態宣言等によって順延してぃるプラ

スチツク被覆鋼管と埋戻土の接触試験等を実施し、既に完了している土壌調査、材質試

験による鋼材の成分分析及び現在、分析中である塗膜の物性試験等の結果に基づき、損

傷の原因について総合的に解析を行う。

項目

作業内容

九州大学による

分析・試験

進捗状況

上記(2)調査項目

分析・試験

【工事・調査等のスケジュール】

年度
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作業中
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メ1、;天^

移設

令和2年度

10

水道管

布設

11 12

九州大学による

総合解析

作業中

左記の分析・試験デー

タを基に鋼管損傷原因

の総合解析
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小浦・大浜地区怪600制送水管布設工事

2工区 L、241m 怪600粍鋳鉄制

工事・調査箇所平面図
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管体調査記録表

管理番号
小浦・大浜地区(径600耗)送水管管体調査記録表

管番号

管路情報 確認事項
管種 管材料SP 直管

部位番号
口径 延長φa冷 5.01 被覆損傷

布設年度 修繕履歴H20 霊 側底部(中)J、、、

継手形式 溶接 修繕時期 底部

側底部(7h)
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